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バージョンアップマニュアル

このたびは、本製品をご購入いただきまして、まことにありがとうございます。

本書では、新しいバージョンで対応した新機能の説明を記載しています。
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2 Ver.2からVer.3について

2.1 追加機能

2.1.1 一定枚数のプリントを処理すると、自動でヘッドクリーニングが行われる機能が追
加になりました。

自動でヘッドクリーニングを行う場合、プリントの処理枚数が何枚でヘッドクリーニングを行うかを設定しま
す。

画面の表示方法

“「プリンター情報」画面” → 「メンテナンス」ボタンをクリック → “拡張メニュー” → “機能・オプション登
録”

2.1.2 プリンター起動時にノズルチェックパターン印刷、ヘッドクリーニングを行う機能
が追加になりました。

画面の表示方法

“「プリンター情報」画面” → 「メンテナンス」ボタンをクリック → “拡張メニュー” → “機能・オプション登
録”

番号 項目
1 ☞「2.1.1一定枚数のプリントを処理すると、自動でヘッドクリーニングが行われる機能が追加にな

りました。」
2 ☞「2.1.2プリンター起動時にノズルチェックパターン印刷、ヘッドクリーニングを行う機能が追加

になりました。」
3 ☞「2.1.3プリンター起動時に行うヘッドクリーニングの実施間隔を設定できる機能が追加になりま

した。」
4 ☞「2.1.4「出力機選択」画面に「始業点検」ボタンが表示され、始業点検ができるようになりまし

た。」
5 ☞「2.1.5「入出力チェック」画面にプリンターの庫内温度を表示する機能が追加になりました。（シ

リアルナンバー「31830001」以降の製品の場合のみ）」
6 ☞「2.1.6プリンター内温度センサーの追加により、プリンター内温度センサー異常検出時には、エ

ラーが表示されるようになりました。（シリアルナンバー「31830001」以降の製品の場合のみ）」

項目 設定内容

ヘッドクリーニング実施枚数 プリントの処理枚数に応じて、自動でヘッドクリーニングをするかどうかを
選択します。「無効」以外を選択した場合、選択したプリントの処理枚数を
超えると、自動でヘッドクリーニングが行われます。「無効」を選択した場
合は、自動でヘッドクリーニングは行われません。
一度ヘッドクリーニングが行われると、プリントの処理枚数（ヘッドクリー
ニング時）のカウントは、初期化されます。
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2.1.3 プリンター起動時に行うヘッドクリーニングの実施間隔を設定できる機能が追加に
なりました。

プリンター起動時にヘッドクリーニングを行う場合、前回のヘッドクリーニング*1から何時間後にヘッドクリー
ニングを行うかを設定します。

*1. ヘッドクリーニングには、「メンテナンス」画面で任意に行うヘッドクリーニング、プリンター起動時の自動ヘッドク
リーニング、インクの初期充填があります。

画面の表示方法

“「プリンター情報」画面” → 「メンテナンス」ボタンをクリック → “拡張メニュー” → “機能・オプション登
録”

2.1.4「出力機選択」画面に「始業点検」ボタンが表示され、始業点検ができるようにな
りました。

「始業点検」ボタンをクリックすると、「ノズルチェック」画面され、ノズルチェックパターン印刷を行うこと
ができます。

項目 設定内容

起動時ノズルチェック プリンター起動時に、ノズルチェックパターン印刷をするかどうかを選択し
ます。
「有効」を選択すると、プリンター起動時に、「ノズルチェック」画面が表示
され、ノズルチェックパターン印刷を行うことができます。

項目 設定内容

起動時ヘッドクリーニング実施
間隔

一度ヘッドクリーニングを行ってから、次回、プリンター起動時に、自動で
ヘッドクリーニングを行うまでの時間を選択します。
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ただし、「始業点検」ボタンが表示されるのは、「機能・オプション登録」画面で、「起動時ノズルチェック」の
設定を「有効」にしている場合のみです。

2.1.5「入出力チェック」画面にプリンターの庫内温度を表示する機能が追加になりまし
た。（シリアルナンバー「31830001」以降の製品の場合のみ）
画面の表示方法

“「プリンター情報」画面” → 「メンテナンス」ボタンをクリック → “拡張メニュー” → “保守・調整” → “入
出力チェック”

2.1.6 プリンター内温度センサーの追加により、プリンター内温度センサー異常検出時に
は、エラーが表示されるようになりました。（シリアルナンバー「31830001」以降
の製品の場合のみ）

ペーパー搬送やインク吐出制御において、最適な温度補正をし、プリンター内温度センサー異常検出時には、
エラー「No.7961 プリンター内温度センサーエラー」が表示されます。

処置方法

1.「エラー解除」ボタンをクリックします。
エラー表示が消えます。

2.プリンターを再起動します。
• 再起動の方法は、取扱説明書「5.12 プリンターを再起動する」参照

M5501-001-2

M5541-001-1


	バージョンアップマニュアル
	2 Ver.2からVer.3について
	2.1 追加機能
	2.1.1 一定枚数のプリントを処理すると、自動でヘッドクリーニングが行われる機能が追 加になりま
	2.1.2 プリンター起動時にノズルチェックパターン印刷、ヘッドクリーニングを行う機能 が追加にな
	2.1.3 プリンター起動時に行うヘッドクリーニングの実施間隔を設定できる機能が追加に なりました
	2.1.4 「出力機選択」画面に「始業点検」ボタンが表示され、始業点検ができるようにな りました。
	2.1.5 「入出力チェック」画面にプリンターの庫内温度を表示する機能が追加になりまし た。（シリ
	2.1.6 プリンター内温度センサーの追加により、プリンター内温度センサー異常検出時に は、エラー






